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新
入
生
、
元
気
に
通
学

入
学
シ
ー
ズ

ン
も
ひ
と
ま
ず
過
ぎ
て
ホ

ッ
と
ひ
と
息

初
め
て
の
学
校
生
活
で
、
め
ず
ら
し
さ
と
期
待
感

に

胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
る

一
年
生
。

慣
れ
な

い
集
団
生
活

に
緊
張
し
な
が
ら
も
、
お
兄
ち

昭和降4月号

ゃ
ん
た
ち

に
と
け
こ
み
元
気

で
仲
よ
く

通
学

し
て
い
ま

新
学
期
…
。
そ
れ
は
新
し

い
友
と
の
出
合

い
が
茅
生

え
る
時

で
す
。
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うら ②広報 し

55年度…般会計予算は

11日3手200万円

節
減
合
理
化
に
努
め
健
全
財
政
を

の
と
お
り
、
財
政
の
国
債
依
存
体

質
を
改
善
し
、
日
本
経
済
の
着
実

な
発
展
を
維
持
す
る
こ
と
に
最
重

点
を
置
き
、
公
共
事
業
、
社
会
保

障
な
ど
歳
出
全
般
に
わ
た

っ
て
徹

底
的
な
節
減

。
合
理
化
が
行
わ
れ
、

こ
の
結
果
、
国
債
費
や
地
方
交
付

税
交
付
金
を
除
い
た

一
般
歳
出
は

五

。
一
く
増
と
、
昭
和
三
十

一
年

以
来
の
低
水
準
と
な
り
、
財
政
再

建
元
年
と

い
わ
れ
る
超
緊
縮
型

予
算
と
な

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

一
方
、
地
方
自
治
体
の
予
算
編

成
の
指
針
と
な
る
昭
和
五
十
五
年

度
地
方
財
政
計
画
も
国
の
予
算
の

基
調
と
同
様
、
前
年
度
に
比
べ
、

七

・
三
く
の
伸
び
に
止
り
、
昭
和

三
十

一
年
度
の
六

・
四
こ
に
次
ぐ

低
率
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
本
村
財
政
に
と
っ
て
最
大

悧̈い購“』錦利赫母咄［い、一

で
あ
る
の
に
加
え
て
、
地
方
債
発

行
計
画
で
は
九

・
七
召
減
と
な
り
、

と
か
く

一
般
財
源
に
乏
し
い
本
村

に
と

っ
て
近
年
に
類
例
を
見
な

い

き
び
し
い
財
政
環
境
と
な
り
ま
し

こ
の
た
め
、
新
年
度
予
算
の
編

成
は
、
難
渋
を
極
め
、　
一
時
は
県

下
幾

つ
か
の
町
村
で
と

っ
た
減
額

予
算
も
止
む
な
し
と
の
判
断
す
ら

あ

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

活
力
の
あ
る
村
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
必
要
最
小
限
の
建
設
投
資
は

欠
か
さ
な
い
と
判
断
、
可
能
な
か

ぎ
り
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
を

前
提
に
、
か
ろ
う
じ
て
前
年
比

一

。
九
く
増
の
総
額
十

一
億
三
千
二

百
万
円
の
予
算
を
編
成
す
る
こ
と

に
な

っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

れ
た
有
畜
農
業
的
複
合
経
営
に
転

換
充
実
さ
せ
る
べ
く
、
公
共
育
成

牧
場
の
建
設
に
踏
み
き
る
こ
と
と

こ
の
事
業
の
特
徴
は
、
そ
の
規

模
の
大
き
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

畜
産
関
係
者
多
年
の
念
願
で
あ
り

ま
す
国
有
林
野
の
活
用
を
含
む
も

の
と
し
て
画
期
的
な
も
の
で
あ
り

こ
の
事
業
は
、
五
ヵ
年
計
画
で

実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
事
業

の
内
容
は
、
草
地
百
五
十
診
、
道

村
長
就
任
以
来
、
明
る
く
、
豊

か
な
活
力
の
あ
る
村
づ
く
り
の
た

め
、
き
び
し
い
行
財
政
環
境
の
中

で
議
員
は
じ
め
村
民
各
位
の
ご
協

力
を
戴
き
、
教
育
施
設
、
児
童
福

祉
施
設
、
医
療
施
設
及
び
道
路
網

の
整
備
、
簡
易
水
道
事
業
の
拡
張

整
備
な
ど
生
活
基
盤
整
備
を
は
じ

め
畜
産
を
主
体
と
し
た
農
業
基
盤

の
整
備
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
事

業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
津
軽
北

部
地
域
に
お
け
る
本
村
の
位
置
づ

け
を
明
確
に
し
て
い
く
所
存
で
あ

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
内

需
の
不
振
、
貿
易
収
支
の
不
均
衡

問
題
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
等
の
要

因
に
よ
り
、
景
気
の
回
復
は
依
然

と
し
て
遅
れ
て
お
り
、
経
済
活
動

は
期
待
ど
お
り
に
進
展
す
る
に
至

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
昭
和

五
十
五
年
度
も
引
き
続
き
物
価
の

安
定
に
留
意
し
つ
つ
、
内
需
中
心

の
景
気
拡
大
に
よ
り
経
済
に
活
力

を
与
え
、
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ

と
が
経
済
運
営
の
最
も
基
本
的
な

政
策
課
題
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
国
の
予

算
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ご
承
知

［日田日間剛図引引到劉馴「創コ州側引出田田‐Ｔ‐四口円一　
　
　
一『一̈
一̈
中一」̈

「̈̈

わ
が
村
第

一
次
産
業
の
中
心
で
　
　
い
う
名
の
も
と
に
二
十
九
診
の
転
　
　
実
の
問
題
と
し
て
農
家
所
得
の
減

あ
る
稲
作
を
め
ぐ
る
情
勢
で
あ
り
　
　
作
面
積
を
追
加
し
、
昭
和
五
十
五
　
　
少
を
穴
埋
め
で
き
る
産
業
の
開
発

ま
す
が
、
わ
が

・
国
の
米
の
需
給
バ
　
　
年
に
お
け
る
転
作
面
積
の
合
計
は
　
　
が
緊
急
課
題
と
な
っ
て
参
り
ま
す
。

ラ
ン
ス
の
く
ず
れ
か
ら
昭
和
五
十
　
　
九
十
八
診
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
水
田
利
用

三
年
度
を
初
年
度
と
し
て
第

一
期
　
　
　
村
と
し
て
は
、
本
年

一
月
以
来
、
　
再
編
対
策
費
と
し
て
一
千
万
円
余

三
年
間
を
固
定
し
て
転
作
面
積
の
　
　
水
田
利
用
再
編
対
策
協
議
会
及
び
　
　
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

『］， 一［一一一一̈
一̈
一　　　［‐・‐田口円］口］馴田引Ч利制則ヨ田訓倒州馴口”円口口円日］

国
は
さ
ら
に
転
作
面
積
の
改
訂
と
　
　
　
農
業
構
造
を
従
来
の
水
田
単
作
　
　
型
か
ら
畜
産
を
積
極
的
に
と
り
入

提案理由を説明する自川村長



③ 広報しうら

昭
和
五
十
五
年
度
の
歳
入
の
主

な
も
の
は
、
村
税
が
七
千
三
百
四

十
四
万
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し

て
わ
ず
か
に
十
二

・
四
く
の
伸
び

よ
り
見
込
め
ず
、
予
算
総
額
に
対

す
る
割
合
も
六

・
五
こ
と
い
う
状

態
で
あ
り
、
分
担
金

。
手
数
料
等

合
せ
た
自
主
財
源
の
合
計
額
を
み

て
も
十
く
に
も
満
た
な
い
額
で
あ

り
、
当
面
の
願
い
で
あ
る
三
割
自

治
か
ら
は
ほ
ど
遺
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
村
の
財
政
の
主
流
を
な

す
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
、
前

年
度
比
六

・
三
“
の
伸
び
し
か
見

込
め
な
い
六
億
三
千
五
百
三
十
四

万
円
の
予
算
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

村
債
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
の

国
の
地
方
債
計
面
並
び
に
予
定
事

業
の
起
債
充
当
率
や
こ
れ
ま
で
の

実
績
等
を
勘
案
し
て
、　
一
億
三
千

三
百
三
十
万
円
を
計
上
し
、
国
、

県
支
出
金
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
歳
出
と
の
関
連
に
よ
り
計
上

総
務
費
に
つ
い
て
は
、
主
と
し

て
職
員
の
給
与
費
や
需
用
費
等

一

般
管
理
費
を
中
心
に
、
計
上
し
て

お
り
ま
す
が
、
①
五
十
四
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
宿
直
代
行
員
委

託
料
と
し
て
百
二
十
万
五
千
円
、

②
参
議
院
議
員
選
挙
、
海
区
漁
業

調
整
委
員
会
委
員
選
挙
費
合
せ
て

百
九
十
四
万
三
千
円
等
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

Ｏ
広
報
発
行
費
　
一
一百
五
万
九
千

円
。

Ｏ
村
史
年
表
発
行
費
　
百
八
十
万

円
。

一
万
五
千
円
。
み
ど
り
の
お
ぼ

さ
ん
二
人
分
の
人
件
費
百
三
十

二
万
円
。
交
通
安
全
駅
伝
大
会

三
万
円
。
安
全
標
識
、
立
看
板

十
六
万
四
千
円
。

Ｏ
土
地
利
用
規
制
対
策
費
　
十
五

万
六
千
円
。

Ｏ
指
定
統
計
調
査
費
　
百
八
万
九

千
円
。

冠
婚
葬
祭
等
で
狭
陰
と
な

っ
た

桂
川
保
健
福
祉
館
の
増
築
に
二
百

五
十
万
円
。
十
三
公
民
館
に
付
設

さ
れ
て
い
た
保
育
所
を
改
築
し
て

老
人
集
会
室
に
あ
て
る
た
め
二
百

万
円
。
さ
ら
に
新
設
さ
れ
ま
し
た

十
二
保
育
所
費
と
し
て

一
千
九
百

九
十
万
円
等
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

ｏ
街
灯
新
設
　
十
二
万
円
。

Ｏ
各
種
負
担
事
業
、
五
百
五
十
八

万
五
千
円
。
内
訳
は
、
金
木
地

区
防
犯
協
会
七
万
五
千
円
。
精

薄
組
合
五
十
四
万
八
千
円
。
村

社
協
補
助
百
八
十
九
万
三
千
円
。

金
木
病
院
二
百
三
十
万
円
。
心

配
ご
と
相
談
十
七
万
四
千
円
。

赤
十
字
救
援
車
配
置
五
十

一
万

円
。

○
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
三
百

四
十
七
万

一
千
円
。

ｏ
老
人
福
祉
費
、
二
千
四
百
六
十

八
万
八
千
円
。
老
人
保
健
学
級

十
二
万
六
千
円
。
家
庭
奉
仕
員

一
人
分
百
二
十
六
万
三
千
円
。

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
Ｏ
交
通
安
全
対
策
費
．
二
百
二
十

路
九
千
層
、
雑
用
水

一
万
属
、
隔

障
物
三
万

一
千
層
、
避
難
舎

一
棟
、

そ
の
他
施
設
と
な

っ
て
お
り
総
工

事
費
約
六
億
五
千
万
円
と
な

っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
県
営
で
実
施
す
る
も

の
五
億
三
千
万
円
、
村
が
実
施
主

体
と
な

っ
て
施
工
す
る
国
営
等
附

帯
事
業
約

一
億
二
千
万
円
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
外
に
全
く
の
村
単

事
業
と
し
て
革
地
造
成
用
地
の
購

入
四
十
六
診
、
約
七
千
万
円
、
そ

の
他
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
事
業

費
総
額
は
七
億
を
超
え
る
巨
大
事

業
と
な
る
見
込
み
で
す
。

た
だ
し
、
事
業
費
総
額
は
事
業

主
体
で
あ
る
県
の
予
算
に
計
上
さ

れ
、
本
村
予
算
に
は
地
元
負
担
金

と
し
て
二
十
二

・
五
‘
が
計
上
さ

れ
る
の
み
で
あ
り
、
五
十
五
年
度

分
と
し
て
は
、
二
千
百
余
万
円
を

計
上
し
、
当
該
事
業
を
ス
タ
ー
ト

口

Ⅶ

劉

割

測

□

消
防
防
災
行
政
無
線
施
設
は
、

村
内
の
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
同
時

無
線
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
全
村
内

に
情
報
を
く
ま
な
く
伝
達
す
る
こ

と
が
ね
ら
い
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
広
報

車
や
回
覧
方
式
で
送
ら
れ
て
い
た

情
報
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
る

ほ
か
、
火
災
、
除
雪
な
ど
防
災
体

制
は
も
ち
ろ
ん
、
農
事
情
報
の
伝

達
も
可
能
と
な
る
わ
け
で
、
こ
の

費
用
と
し
て
約
六
千
万
円
計
上

い

老
人
医
療
審
査
十
八
万
二
千
円
。

敬
老
会
助
成
四
十
五
万
五
千
円
。

老
人
ク
ラ
ブ
補
助
五
十
六
万
円
。

特
養
ホ
ー
ム
二
百
三
十
九
万
四

千
円
。
村
敬
老
年
金
百
四
十
四

万
九
千
円
、
老
人
医
療
費

一
千

五
百
八
十

一
万
三
千
円
。

ｏ
児
童
福
祉
費
、
三
百
十
六
万
五

千
円
。
青
少
協
活
動
費
二
十
二

万
四
千
円
。
母
親
ク
ラ
ブ
三
十

万
円
。
遣
児
援
護
費
十
四
万
四

千
円
。

ｏ
相
内
保
育
所
費
、
三
千
四
百
八

十
三
万
六
千
円
。

○
脇
元
保
育
所
費
、
二
千
四
百
六

十
三
万
九
千
円
。

ｏ
十
三
保
育
所
費
、　
一
千
九
百
九

十

一
万
六
千
円
。

○
へ
き
地
保
育
所
費
、
三
百
四
十

九
万
円
。

ｏ
児
童
館
費
、
四
百
二
十
万
九
千



広報しうら つ

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

○
保
健
衛
生
費
、
四
千
九
百
三
十

万
七
千
円
。

○
予
防
費
、
四
百
五
万
五
千
円
、

Ｏ
母
子
衛
生
費
、
百
三
十
四
万
三

千
円
。

○
環
境
衛
生
女
ヽ
八
十
四
万
四
千

円
。

○
清
掃
費
、　
一
千
二
百
万
円
。
海

岸
清
掃
九
十
五
万
五
千
円
、
岩

木
川
堤
防
除
草
三
十
八
万
円
、

ご
み
捨
場
覆
土
二
十
万
円
、
ご

み
収
集
ト
ラ

ツ
ク
二
十
万
円
、

防
火
線
工
事
二
十
万
円
、
西
北

五
衛
生
処
理
組
合
負
担
金
六
百
四

四
十
二
万
五
千
円
。

住
民
へ
の
健
康
指
導
の
充
実
と

健
康
意
識
の
高
揚
を
は
か
る
と
と

も
に
、
環
境
美
化
に
つ
い
て
も
そ

の
啓
発
を
促
進
さ
せ
た
い
考
え
方

か
ら
、
六
千
七
百
五
十
五
万
八
千

○
失
業
対
策
費
、
三
十
八
万

一
千

円
。

ｏ
労
働
諸
費
、
二
百
十
七
万
七
千

円
。
出
稼
地
域
相
談
員
報
酬
七

万
円
、
安
全
就
労
推
進
集
会
、

留
守
家
族
懇
談
会
等
の
開
催
十

八
万
円
、
出
稼
者
事
業
所
訪
問

十
九
万
九
千
円
、
出
稼
者
健
診

七
万
五
千
円
、
出
稼
文
集
発
行

等
五
十
五
万
円
、
出
稼
組
合
助

成
二
十
六
万
円
。

ｏ
商
工
総
務
費
、
三
百
七
十

一
万

一
千
円
、
商
工
会
助
成
四
十
万

円
。

Ｏ
観
光
費
、
百
四
十
三
万
三
千
円
、

公
衆
便
所
、
湖
畔
清
掃
委
託
料

七
万
円
、

公
衆
便
所
新
設
三
十

万
円
、
観
光
案
内
板
八
万
円
、

村
観
光
協
会
負
担
金
二
十
五
万

円
。

―
只
郡

―

農
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
心

と
も
い
う
べ
き
、
水
田
利
用
再
編

対
策
と
草
地
開
発
事
業
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
が
、
水
産
業
と
し
て
、
さ

け
。
ま
す
ふ
化
場
の
稚
魚
池
上
屋

を
建
設
す
る
こ
と
と
し
、
あ
わ
び

稚
貝
放
流
、
脇
元
漁
港
修
築
負
担

金
も
計
上
し
て
い
ま
す
。

ｏ
農
業
委
員
会
費
、
三
百
二
十
三

万
五
千
円
。

ｏ
農
業
総
務
費
、
二
千
百
七
十

一

万
七
千
円
、
農
協
倉
庫
建
設
助

成
金
百
五
十
万
円
。

ｏ
水
田
利
用
再
編
対
策
費
、
九
百

六
十
四
万
二
千
円
、
集
団
転
作

等
推
進
補
助
金
四
百
五
十
万
円
、

水
田
飼
料
作
物
作
付
推
進
肉
用

牛
肥
育
素
牛
導
入
四
百
万
円
。

Ｏ
草
地
開
発
事
業
費
、
三
千
七
百

三
万
二
千
円
。
自
給
飼
料
生
産

総
合
振
興
対
策
事
業
関
係
七
百

二
十
二
万
六
千
円
、
国
営
等
草

地
開
発
附
帯
事
業
関
係
七
百
十

五
万
円
、
公
有
財
産
購
入
七
百

五
十
万
円
、
県
営
草
地
開
発
事

業
負
担
金

一
千
三
百
二
十
七
万

五
千
円
。

ｏ
畜
産
業
費
、
四
千
六
百
十
四
万

九
千
円
、
牧
柵
修
理
二
百
十
四

万

一
千
円
、
追
肥

一
千
二
百
四

十
万
円
、
そ
の
他
。

ｏ
水
産
業
費
、　
一
千
九
百
四
十
三

万
六
千
円
、
さ
け

。
ま
す
ふ
化

管
理
委
託
料
三
百
二
十
二
万
四

千
円
、
あ
わ
び
稚
貝
放
流
七
十

万
円
、
ふ
化
場
上
屋
建
設
事
業

費

一
千
五
百
十
万
二
千
円
。

道
路
整
備
を
中
心
に
予
算
を
編

成
し
ま
し
た
が
、
本
年
は
五
路
線

の
改
良
舗
装
に
三
千
五
百
七
十
四

万
四
千
円
計
上
し
た
ほ
か
、
除
雪

機
械
の
購
入
に
一
千
五
百
八
十
四

万
六
千
円
、
脇
元
漁
港
改
修
事
業

負
担
金
五
百
八
十
万
円
、
地
積
調

査
費
と
し
て
一
千
二
百
二
十
万
五

千
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

次
代
を
に
な
う
青
少
年
が
健
全

に
育
成
さ
れ
、
社
会
の
一
員
と
し

て
対
応
で
き
る
こ
と
を
願
い
、
そ

の
人
的
能
力
開
発
等
、
教
育
、
文

化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

に
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
と
す

る
。
そ
の
た
め
、
学
校
教
育
に
つ

い
て
は
、
教
材
、
備
品
の
整
備
充

実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
施
設
の

維
持
改
善
に
つ
い
て
も
重
点
的
な

予
算
の
配
分
を
行
っ
た
ほ
か
、
教

員
住
宅
に
つ
い
て
は
、
建
設
事
業

費
四
百
六
十
三
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
ま
た
、
社
会
教
育
費
に
つ

い
て
も
、
人
づ
く
り
の
観
点
か
ら

約
六
百
二
十
万
円
計
上
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

Ｏ
小
学
校
費
、
二
千
四
百
三
十
四

万
四
千
円
。
相
内
小
学
校
費
六

百
十
万

一
千
円
、
太
田
小
学
校

費
四
百
七
十
五
万
五
千
円
、
脇

元
小
学
校
費
四
百
七
十
七
万
九

千
円
、
十
三
小
学
校
費
五
百
三

ヽ
十
七
万
二
千
円
。

Ｏ
教
育
振
興
費
、
三
百
三
十
二
万

七
千
円
。

ｏ
中
学
校
費
、
五
千
七
百
九
万
四

千
円
。

Ｏ
高
等
学
校
費
、
三
百
九
万
五
千

円
。

○
道
路
新
設
改
良
の
内
訳
は
、
太
　
　
　
線
改
良

一
千
六
十
六
万
四
千
円
、

田
線
改
良
七
百
十
六
万
円
、
下
　
　
　
磯
野
三
号
線
舗
装
七
百
九
十
二

街
道
線
舗
装
二
百
万
円
、
吉
野
　
　
　
万
円
。

線
改
良
八
百
万
円
、
赤
川
二
号

よ
り
、
約
六
千
万
円
増
の
一
億
二

千
四
百
四
十
万
円
と
な
り
ま
し
た

が
、
消
防
防
災
行
政
無
線
施
設
の

設
置
に
約
六
千
万
円
計
上
し
た
ほ

か
、
貯
水
槽

一
基
三
百
二
十
万
円
、

消
防
屯
所
百
四
十
万
円
、
消
防
ポ

ン
プ
積
載
車
二
百
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

消
防
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
度



5)広報しうら

診
療
所
の

財
政
状
況
は
、

合
併
直
後
か

ら
の
累
積
赤

字
が
ま
す
ま

す
増
大
し
、

抜
本
的
な
対

策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
事
態
に

本
村
の
よ

う
な
過
疎
地

域
で
は
、
診

療
所
の
採
算

が
と
れ
な
い

保
険
税
率
を
前
年
度
な
み
に
据
え
置
き

本
村
の
医
療
費
は
、
昭
和
五
十
　
　
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

三
年

一
月
分
か
ら
急
増
し
、
以
来
　
　
　
と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
十
四
年
に

高
値
安
定
の
状
態
で
推
移
し
て
き
　
　
い
た

っ
て
は
国
保
の
加
入
者
が
月

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
五
十
二
年
度
　
　
平
均
百
四
十
人
も
の
移
動
現
象
を

一●
■
一̈
‐‐１１
一

に
は
高
額
療
養
の
支
　
　
じ
め
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
出
か

一””い一̈　・六給一中‐こ‐こ前一〔』一　　一̈一̈一一一｝ゎつ社“４囃

一』、……げ］　れ円一一」嚇」一一̈　　晴一̈』一一」一一̈［̈̈

　̈　　動向が大いに危惧　　けてきました。

の
は
止
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、

昭
和
五
十
四
年
度
は
約
二
千
八
百

万
円
の
赤
字
が
予
想
さ
れ
、
今
年

度
未
の
累
積
赤
字
は
、　
一
億
五
千

七
百
万
円
程
度
に
達
す
る
も
の
と

予
測
さ
れ
ま
す
。

赤
字
の
原
因
と
し
て
は
な
ん
と

い
っ
て
も
、
村
民
の
利
用
率
が
低

い
こ
と
。
医
師
が
常
駐
し
て
い
な

い
た
め
、
患
者
と
医
師
と
の
対
話
、

感
情
的
な
親
近
感
に
欠
け
、
継
続

内
科
医
師
を

常

勤

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
た
　
　
　
当
初
、
四
月

一
日
か
ら
医
師
を

め
に
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
苦
　
　
招
聘
で
き
る
見
通
し
で
昭
和
五
十

慮
し
て
き
ま
し
た
が
、
内
科
専
門
　
　
五
年
度
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
が
、

医
師
の
確
保
だ
け
は
メ
ド
が

つ
き
、
　

相
手
側
病
院
の
都
合
で
、
医
師
の

常
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
　
　
着
任
診
療
は
少
し
お
く
れ
る
こ
と

的
な
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
て
こ
な

い
。
土

・
日
曜
日
に
医
師
の
空
白

が
生
ず
る
。
入
院
看
者
の
収
容
が

で
き
な

い
。
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

ち
な
み
に
、
国
保
事
業
勘
定
総

診
療
費
見
込
額
、　
一
億
七
千
百
六

十
五
万
九
千
円
。
直
診
の
取
り
扱

う
診
療
費
見
込
額
、
二
千
百
七
十

一
万
六
千
円
。
利
用
率
、
十
二

・

七
く
と
い
う
低
さ
で
す
。

独
立
採
算
制
で
努
力

従
来
の
慢
性
的
赤
字
を
繰
り
返

し
て
い
る
経
営
状
態
で
あ
る
こ
と

か
ら
、　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出

し
に
よ
る
テ
コ
入
れ
も
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
五
十
五
年
度
の

一
般
会

計
で
も
財
源
が
不
足
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
財
政
的
助
成
は
考
え
ず
独

立
採
算
制
で
努
力
す
る
こ
と
に
な

し
た
が

っ
て
、
予
算
規
模
も
前

年
に
比
べ
二
十

一
。
九
ィ
」
増
の

一

億
二
千
四
百
六
十
三
万

一
千
円
と

い
う
大
き
な
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
歳
入
は

■
入
院
収
入

一
千
八
百
万
円
を
見

込
み
、
老
人
主
体
に
常
時
十
人
位

の
患
者
を
収
容
し
た
い
と
計
画
し

て
い
ま
す
。

■
外
来
収
入
七
千
七
百
三
十
二
万

六
千
円
。

■
歯
科
収
入
　
一
一千
四
百
万
円
。

■
使
用
料
、
手
数
料
、
二
十
五
万

円
。

■
事
業
勘
定
繰
入
金
、
五
百
万
円
。

主
な
歳
出
は

■
施
設
管
理
費
　
一ハ
千
三
百
五
十

二
万
七
千
円
。
　
⌒予
算
総
額
の
約

五
十

一
４
）
前
年
度
比
で
は
四
百

六
十
九
万
五
千
円
の
増
額
で
す
。

■
医
薬
費
、
四
千
四
百
二
万
五
千

円
。
診
療
収
入
に
見
合
う
必
要
経

費
と
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
公
債
費
、　
一
千
五
百
六
十
八
万

一
千
円
。

簡
易
水
道
特
別
会
計
で
あ
り
ま

す
が
、
村
内
全
地
域
に
給
水
さ
れ
、

そ
の
管
理
費
を
中
心
に
、
六
千
六

百
四
十

一
万
六
千
円
を
計
上
し
ま

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
水
道
使

用
料
、　
一
千
八
百
八
十
四
万
七
千

円
見
込
ん
で
い
ま
す
。

歳
出
は
、
す
べ
て

一
般
管
理
費

で
す
が
、
予
算
の
編
成
に
あ
た

っ

て
は
、
経
常
経
費
の
節
減
に
努
め

村
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
に
配

慮
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
老
人
医
療

・
受
診
率

等
が
固
定
化
し
、
横
ば
え
の
傾
向

を
し
め
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
四

年
度
の
決
算
見
込
み
か
ら
判
断
し

て
、
当
初
の
見
込
み
が
し
た
ま
ゎ

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
五
十

一
年

で

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

断

っ
て
以
来
、
毎
年
引
き
上
げ
ぎ

る
を
得
な
か
っ
た
保
険
税
を
昭
和

五
十
五
年
度
は
初
め
て
据
え
置
い

て
も
医
療
費
の
自
然
増
相
当
分
に

対
処
で
き
る
予
算
編
成
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
わ
け
で
す
。

こ
の
た
め
、
昭
和
五
十
五
年
度

の
予
算
は
、
保
険
税
率
を
前
年
度

な
み
に
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る

見
通
し
が

つ
き
、　
一
世
帯
当
り
の

保
険
税
は
昭
和
五
十
四
年
決
算
見

込
み
、
九
万

一
千
六
百
円
に
対
し

ほ
ぼ
同
額
の
九
万
三
千
七
百
円
に

な
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
総
額
で
も
昨
年
度
よ
り

五
十

万
円
減
の

一
億
七
千
六
百
五

十
万
円
の
予
算
額
と
い
た
し
ま
し



議

政
組
合
議
員
を

つ
ぎ
の
と
お
り
決
　
　
委
員
長
　
島
津
典
明
、
▽
委
員

甑　　　め鮮斜餃一任委員　　　　　　　　脚』北卸Ｆ桓幅鰯別施設組

榊
　
　
　
　
▽
委
員
長
　
成
田
義
衛
、
副
委
　
　
合
議
員
　
秋
田
谷
　
納

木
　
　
　
員
長
　
笹
山
七

二́
郎
、
▽
委
員
　
　
　
　
■
西
北
丘
衛
生
処
理
組
合
議
員

小
倉
十
三
男
、
本
村
義
光
　
　
　
　
　
奈
良
正
勝

産
業
経
済
常
任
委
員
　
　
　
　
　
　
■
津
軽
北
部
消
防
事
務
組
合
議

▽
委
員
長
　
村
元
則
美
、
▽
劇
　
　
員
　
島
津
典
明
、
工
藤
武
則

委
員
長
　
一二
和
　
久
、
▽
委
員
　
　
　
　
■
津
軽
北
部
老
人
福
祉
事
務
組

工
藤
誠

一
郎
、
本
村
清
左
衛
門

　

　

〈
口
議
員
　
笹
山
七
二
郎
、
二
和
久

新
し
い
付
議
会
議
員
が
選
ば
れ
　
　
れ
、
議
長
に
小
倉
卜
．．
男
、
劇
議

ξ
か
ら
、
初
め
て
の
付

‐
…義
会

（組
　
　
長
に
本
村
義
た
の
両
議
員
を
選
び

織
会
）
は
、
１
月
‐
卜
九
日
開
か
　
　
ま
し
た
。

―
お
年
玉

つ
き
年
賀
は
が
き
―

西
田
さ
ん

。
宮
崎
さ
ん
が

一
等
当
選

ヽ
こ
、
相
内
郵
便
サ‐‐
；

（　
．和
子
は

　

　

。人
、
１
等

．
人
の
当
選
者
が
出

―‐‐
―
長
一
ヒ
ト

．郵
便
‐‐‐
；

（中
島
成
　
　

，く
話
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

幸
運
を
射
止
め
て
、
み
ご
と
ポ
　
　
局

へ
と
び
こ
み
ま
し
た
は
デ
青
森

ケ
ッ
ト
カ
メ
ラ
を
手
に
し
た
の
は
、
　

に
係
や
今
年
誕
正
し
た
言
係
が

い

相
内
地
区
の
西
田
昇
さ
ん
と
卜
．■
　
　
る
の
で
、
写
真
を
撮

っ
て
あ
げ
た

地
区
の
宮
崎
丘
一二
郎
さ
ん
ｃ
ま
た
、
　

い
ご
と
さ

っ
そ
く
、
ヵ
メ
ラ
の
説

二
等
に
当
選
し
た
の
は
、
相
内
地
　
　
明
書
を
ひ
ろ
げ
て
い
ま
し
た
。

区
の
奏
義
雄
さ
ん
で
す
。
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
二
等
に
当
選
し
た
奏
さ

西
旧
さ
ん
は
、
岩
手
県
胆
沢
町
　
　
ん
も

「黒
石
民
濡
協
会
長
か
ら
の

に
勤
務
し
て
い
た
頃
の
同
僚
か
弓
、
　

年
賀
状
だ

っ
た
の
で
、今
年
の
″黒

宮
崎
さ
ん
は
、
東
京
の
‐ム
告
代
理
　
　
石
よ
さ
れ
）
に
は
ポ
ケ
ッ
ト
カ
メ

店
か
ら
の
年
賀
状
が

一
等
当
選
と
　
　
ラ
を
持
参
し
て

‐
‥己
念
写
真
を
撮

っ

な

っ
た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
て
き
た
ぃ
こ
と
新
年
早
々
舞

い
込

賞
品
を
■
に
し
た
西
旧
さ
ん
は
、
　

ん
だ
幸
運
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

「
Ｆ
供
に
カ
メ
ラ
を
ね
だ
ら
れ
て
　
　
　
お
午
■

っ
き
年
賀
状
は
、
昭
和

い
た
時
だ
け
に
、
よ
い
プ
レ
ゼ

ノ
　
　
´
卜́
四
年
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
も

卜
が
で
き
ま
す
。一
と
ニ
ッ
コ
リ
。
　
　
の
で
す
が
、
管
内
郵
便
局
で
は
．
´

´
ル
、宮
崎
さ
ん
は

「
イ
ャ
ー
′
　
　
等
当
選
だ
け
は
奏
さ
ん
が
１
人
＝
）

ち
う
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
一
等
当
選
は
開
局
以
来
、
は
じ

―，‐∫
国
み
て
も
間
違

い
な
く
、
郵
便
　
　
め
て
の
快
挙
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ｃ

幸運を射止めた西田、秦さ

ん (上 )と 宮崎さん (下 )

モダンな保育所が完成

“

人でスタート

卜
三
保
育
所

が
装

い
も
新
た

に
完
成
し
、
四

十
三
保
育
所

は
、
こ
れ
ま
で

十
二
公
民
館
に

併
設
さ
れ
、
毎

年
四
月
か
ら
十

二
月
ま
で
季
節

保
育
所
と
し
て

開
設
し
て
き
た

も
の
で
、
地
域

住
民
か
ら

「通

年
保
育
を
し
て

ほ
し
い
ご
と
い
う
要
望
が
強
く
、

早
く
か
ら
完
成
が
侍
た
れ
て
い
ま

保
育
所
は
、
十
二
地
区
の
中
心

部
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本

造
平
屋
建
て
で
、
四
百
二
十
六
平

方
ｙ
。
総
工
事
費
、
三
十
五
百
六

十

一
万
三
千
円
で
し
た
。

内
部
に
は
、
二
つ
の
保
育
室
の

ほ
か
、
乳
児
室
兼
ほ
ふ
く
室
、
休

憩
室
、
医
務
室
、
調
理
室
、
遊
戯

室
、
事
務
室
等
が
完
備
さ
れ
、
各

室
で
テ
レ
ビ
を
見
れ
る
よ
う
に
な

ま
た
、
内
装
仕
上
げ
は
子
供
た

ち
が
喜
び
そ
う
な
マ
ン
ガ
、
模
様

な
ど
を
使
用
、
保
青
室
も
南
側
に

配
置
し
て
お
り
、
明
る
く
環
境
の

整

っ
た
立
派
な
も
の
で
す
。

同
保
育
所
に
は
現
在
二
十
六
人

の
幼
児
が
入
所
し
て
い
ま
す
が
、

元
気
で
仲
よ
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

〔写
真
〕
入
所
式
を
終
え
た
十
二
保
育
所

子
供
た
ち
は
仲
よ
く
元
気
に
遊
ん
で
い
る
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交通事故防止

い
る
よ
う
だ
が
、
相
手
に
衡
突

一勁
ポ
一
】
町
期
」
」
轟
↑

ｂ
車
Ｊ
う
いつ
　
　
　
　
　
　
ぃ
『
雄
醐
吟
愛
ぃ
ゎ
か
い
け
囃

村

民
決

起

大
会

を

開

催

■
魚

・
野
菜

・
果
物
売
り
の
車

が
来
る
と
、
走

っ
て
行
く
母
親
。

子
供
を
連
れ
て
行
く
と
別
な
物

を
ね
だ
ら
れ
る
か
ら
、
泣
く
の

を
し
か
り
つ
け
て
自
分
だ
け
走

っ
て
行
く
よ
う
で
す
。
後
を
追

い
急
に
道
路
に
と
び
だ
す
子
供

の
事
を
考
え
て
ほ
し
い
。

■
自
転
車
の
後
に
子
供
を
乗
せ

た
ま
ま
店
に
入
り
、
買
い
物
を

し
て
い
る
母
親
。

子
供
も
店
の
中
に
入
り
た
い
も

の
だ
か
ら
、
泣

い
た
り
、
侍
ち

く
た
び
れ
て
し
ま

い
自
転
車
か

ら
降
り
よ
う
と
し
て
、
自
動
車

の
で
す
。
私
た
ち
お
と
な
は
、
安

全
と
い
う
も
の
に
対
し
て
今

一
度

考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

続

い
て
、
相
内
小
学
校
児
童
会

長

二́
和
直
利
君
が
子
供
を
代
表
し
、

脇
元
保
育
所
母
の
会
々
長
今
満
代

さ
ん
が
母
親
を
代
表
し
て
交
通
安

全
に
対
す
る
決
意
表
明
を
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。

決
起
大
会
終
了
後
、
集
ま

っ
た

人
た
ち
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
車
に
分

乗
し
、
市
浦
管
内
を
パ
レ
ー
ド
し

て
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

新
入
学
児
童
を
交
通
事
故
か
ら

守
ろ
う
―
―
な
ど
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
し
た

「春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
が
四
月
六
日
か
ら
十
日
間
実

施
さ
れ
ま
し
た
が
、
運
動
期
間
の

初
日
、
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
に
約

五
十
人
の
村
民
を
集
め
て
、
交
通

事
故
防
止
市
浦
村
民
決
起
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
自
川
治
．二
郎
大
会

長
が

「昨
年
は
交
通
事
故
に
よ
る

死
亡
者
は
ゼ
ロ
。
こ
れ
は

一
人
ひ

と
り
が
努
力
し
て
き
た
成
果
で
も

あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
事
故
防
止

と
安
全
運
転
に
心
が
け
健
康
で
明

る
く
、
楽
し
い
家
庭
を
築
い
て
ほ

し
い
己
と
あ
い
さ
っ
。

金
木
警
察
署
の
お
西
正
広
交
通

係
長
か
ら
は
、
関
係
者

へ
の
激
励

と
最
近
の
子
供
の
交
通
事
故
の
状

況
が
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

①
最
近
の
お
と
な
は
、
安
全
と
い

う
も
の
に
無
関
心
で
あ
る
。

■
幼
児
を
背
負

っ
て
自
動
車
を

運
転
し
て
い
る
母
親
が

い
る
。

自
分
で
は
人
丈
夫
だ
と
思

っ
て

約50人 の村民を集めての決起大会。子供・母

親の立場から、交通安全に対する決意表明も

ありました。

交通事故は恐しいナア
人形を使い衝撃テス ト

交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
知

っ

脇
元
小
学
校

（竹
内
武
治
校
長
）

で
は
四
月
十
四
日
、
校
舎
前
に
全

校
生
徒
を
集
め
て
、
人
が
車
に
は

形
を
使

っ
て
実
験
し
て
み
せ
ま
し

た
。
こ
の
ダ
ミ
ー
衡
撃
テ
ス
ト
を

行
う
の
は
、
脇
元
小
学
校
で
は
は

こ
の
日
は
、
あ

い
に
く
の
雨
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
全
校
生
徒

一
三

い
う
自
動
車
の
プ
レ
ー
キ
の
き
じ

る
音
と
と
も
に
、
ド
ス
ン
と
人
形

が
は
ね
飛
ば
さ
れ
る
さ
ま
は
、
本

物
そ

っ
く
り
。
繰
り
か
え
さ
れ
る

テ
ス
ト
を
目
の
前
に
し
て
、
子
供

た
ち
は
顔
を
こ
わ
ば
ら
せ
、
交
通

事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
十
分
味
わ

っ

た
様
子
で
し
た
。

特
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
ビ

ッ

カ
、
ビ

ッ
カ
の

一
年
生
二
十
二
人

は
、

「
オ
ッ
カ
ネ
ェ
ナ
ァ
ー
ご
と

〔写
真
〕
ダ
ミ
ー
衝
撃
テ
ス
ト
で
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
知
る

脇
小
の
子
ど
も
た
ち
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役場 の電 話 は

21■ 番 で す おしらせ 3

出かせぎ者の
みなさんヘ

事故見舞金制度の

あることを知っていますか″

★どんな制度

出かせぎされる方が安心して就労

できるよう就労先で事故にあった

とき、または留守宅が火災にあっ

たとき見舞金 を給付する制度です。

★加入奢

この制度は5445月 2日 から発足、

市浦管内では現在 180名 加入して

います力幼口入したい方は、市浦役

場 (脇元 。十三出張所)へ 申し出

てください。

★加入できるひと

lヶ 月以上 1年未満居住地 を離れ

て就労し、就労後は居住地に帰る

人ならどなたでもカロ入できます。

★掛  全

掛金は、年間 1人 600円 です。

★見 舞 金

名姦]曇事管警ヒ
て

轟深具

`+晶

漁量蛮

質うF変

鰺 療 時 間 の 変 更

―tn鰺饉所―

4月 より常勤医師が着任する予定

で したが、6月 中旬まで廷期となり

ましたので、4月 1日 より当分の間

下記により診療いたします。

なお、歯科の診療は今までどうり

りです。

記

1.診療科名 内科を主とする一般

診療。

2.診療日 毎週月曜日、火曜日、

水曜日、金曜日

3.診療時間 午後 1時 から午後4

時まで。

4.医師 山本喜義先生。

西北地方福社 事務 所 の

組織・ 機構の 一部 改正

これまでは、一人の地区担当員が

生活保護 を中心に対なの各家庭を訪

問してきました。

4月 1日 からは、一人の地区担当

員が福祉六法 (生 活保護法、児童福

祉法、母子福祉法、老人福祉法、身

体障害者福祉法、精神薄弱者福祉法

など)全部についての援護、育成又

は更生の措置に関する業務を取 り扱

うことになりました。

したがって、対摯家庭のみなさん

は、訪問した地区担当員に福祉六法

全部について相談などができること

になります。

くわしくは、役場や民生 (児童)

委員又は西北地方福祉事務所へ。

国民年 金 の特例納付 は

6月 末 日で締 切 りです

現在実施 されている国民年金の特

例納付の締切 りは、今年 6月 末日で

す。この制度は、国民年金に加入し

なければならないのに未加入の人や、

加入 していても保険料の納め忘れ期

間があるために、年金の受給資格 を

失なった人などについて 、昭和53年

7月 から昭和55年 6月 末日までの 2

年間に限って、滞納保険料の納付を

認め、年金権 を復活させようという

制度です。

特例納付額は、月 4.0側円です。

ことしも地綺■査 をします

今年度の地籍調査は、字桂川、太

田字山の井の一部 (通称「学田」)地

区で行うことになりました。

みなさんの土地の正 しい位置、地

形、地番、地日、面積などを明らか

にする日査ですから、つぎのことに

ご協力ねがいます。

①隣地との境界力ヽ よつきりしない

と測量ができないので、隣地の所有

者とよく話しあいをして、境界を決

め曲り角に杭 (ク イ)を打つておく。

(杭は長さlm、 3m角位のホ杭又

は永久杭を使用)

C雑木、雑草等の密生している境

界線吸びクイの周囲は、早目に刈り

払いをし明らかにしておく。 (刈 り

払い幅は 2m位 )

③ 自分の土地に所有者、地番、地

目線 示 したクイを打つておく。

また、基準点で埋めたクイや境界

グイは絶対動かさないようにしてく

＝
λ
郡

―

役
場
の

人
事
異
動

▼
民
生
課
長

（企
画
室
長
）
葛

西
安
十
郎
▼
企
画
室
長

（建
設
課

土
木
係
長
）
竹
谷
博
則
▼
十
三
保

育
所
長

⌒民
生
課
衛
生
係
長
）
小

倉
銀
一
▼
教
育
次
長

⌒診
療
所
事

務
長
）
高
橋
精
一
▼
十
三
出
張
所

長
心
得

⌒総
務
課
）
下
山
時
敏
▼

脇
元
出
張
所
長
心
得

⌒同
）
村
山

正
臣
▼
診
療
所
事
務
長
心
得

（教

委
）
白
川
隆
治
▼
総
務
課
行
政
係

長

（総
務
課
）
長
利
勝
雄
▼
十
三

保
育
所
主
任
保
母

（相
内
保
育
所

長
利
友
子
▼
総
務
課

（十
三
出
張

所
）
高
田
正
嗣
▼
同

⌒教
委
）
山

田
春
美
▼
同

（同
）
奈
良
ふ
み
子

▼
民
生
課

（経
済
課
）
山
田
義
正

）
同

（脇
元
出
張
所
）
竹
谷
裕
治

▼
経
済
課

⌒民
生
課
）
奈
良
典
昭

▼
相
内
保
青
所

（総
務
課
）
三
上

い
巧
み
▼
教
委

⌒相
内
裸
育
研
）

三
和
チ
ョ
土
▼
同

（同
）
石
戸
谷

武
子
▼
析
採
用
＝
▼
建
設
課
山
田

達
二
▼
相
内
保
育
所
秦
優
子
▼
十

三
保
育
所
中
島
ス
ミ
エ
、
三
上
久

恵
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の先住民族

)24く

〔写
真
〕
青
磁
大
皿
　
文
治
二
年

（
一
一
六
八
）
十
二
左
衛
門
藤

豊

畠

か
ら
須
恵
器

ざ
く
ざ
く

字
十
二
の
畠

（
旧
市
衛
地
）

か
ら
、
ぎ
く
ぎ
く
と
出
土
す
る
。

薄
墨
色
の
カ
ン
カ
ン
し
た
焼
物

須
恵
器

（珠
洲
焼
と
も
い
う
）

技
法
が
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
五
世
紀
の
こ
ろ
た
く

さ
ん
の
渡
来
人
が
大
睦
か
ら
や

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
焼

き
物
を
造
る
部
族
も
や
っ
て
き

て
そ
の
技
法
を
伝
え
た
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
新
羅
焼
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
朝
鮮

国
だ
と
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。
山

の
斜
面
を
利
用
し
て
、
温
度
千

二
百
度
ぐ
ら
い
で
焼
か
れ
、
祭

器
や
日
用
品
と
し
て
使
用
さ
れ

ま
し
た
。
推
定
年
代
一
八
〇
〇

～
一
四
〇
〇
年
の
も
の
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
十
三
安
東
船
が

百
済
、
新
羅
、
高
麗
と
つ
ね
に

交
易
を
な
し
た
当
時
輸
入
さ
れ

た
も
の
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

十

二

船

舘

を

築

く

文
治
元
年
七
月

⌒
一
一
八
五
）、

藤
原
姓
を
名
乗
っ
た
十
三
左
衛

門
秀
元

⌒初
代
秀
栄
の
子
、
藤

原
姓
二
代
）
が
、
彼
の
地
に
十

三
騰
鱗
を
築
き
、　
一
年
間
に
五

十
往
復
も
し
て
貿
易
に
力
を
注

い
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
承
久

四
年

⌒
一
二
三
二
）、
十
三
湊
に

安
倍
氏
が
移
り
住
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
朝
鮮
と

の
通
商
に
は
な
ん
の
支
障
も
な

く
、
以
前
に
も
増
し
て
盛
ん
に

続
け
ら
れ
ま
し
た
。

十
三
千
坊
の
基
固
ま
る

朝
鮮
と
の
通
商
が
盛
ん
に
な

る
に
つ
れ
て
、
渡
来
す
る
人
た

ち
が
次
第
に
多
く
な
っ
て
、
大

陸
文
化
が
十
三
湊
を
通
じ
て
津

軽

一
円
に
弘
ま
り
ま
し
た
。
中

で
も
安
東
船
に
便
乗
し
て
、
た

く
さ
ん
の
高
僧
が
十
三
湊
に
渡

っ
て
来
ま
し
た
。
津
軽
三
千
坊

の
十
三
千
坊
、
特
に
今
の
山
王

坊
十
二
宗
寺
は
時
な
ら
ぬ
名
僧

高
僧
の
来
津
に
よ
っ
て
、
仏
道

ま
す
ま
す
さ
か
え
、
朝
夕
の
読

経
の
声
が
人
々
の
心
を
響
か
せ
、

や
わ
ら
げ
て
く
れ
た
こ
と
で
あ

朝

鮮

の

通

商

港

三
韓
に
お
け
る
要
港
と
し
て

の
元
山
浦
や
安
東
浦
は
、
韓
王

が
十
三
安
東
船
に
ち
な
ん
で
名

づ
け
ら
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
仁
川
浦
、
釜
山
浦
も
と

も
に
安
東
船
と
の
通
商
の
要
港

だ

っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
青

島
浦
ま
で
も
交
易
を
し
、
安
東

水
軍
の
大
船
は
主
と
し
て
こ
こ

で
造
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。

支
那
国
と
の

交
場
は
古

い

十
三
と
支
郡
国
と
の
交
易
は

古
く
、
十
三
浦
が
ま
だ
開
か
れ

な
い
以
前
か
ら
亡
命
者
が
続
々

と
し
て
来
て
荒
吐
族
の
祖
と
な

っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り

で
す
。
だ
か
ら
、
長
髄
彦
、
安

日
彦
の
時
代
か
ら
も
う
交
易
が

な
さ
れ
て
い
た
と
み
な
さ
れ
ま

す
。
津
軽
に
お
け
る
仏
教
の
伝

来
、
諸
工
芸
の
根
源
は
み
な
、

こ
の
た
ま
も
の
だ
と
考
え
て
さ

し
つ
か
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

秀

元

渡

宋

す

文
治
二
年

⌒
一
一
六
八
ｘ
十

二
左
衛
門
藤
原
秀
元
が
み
ず
か

ら
宋
国
に
渡
航
し
、
造
般
術
や

航
海
術
を
習
得
し
て
帰
港
し
ま

し
た
。
瀬
戸
内
の
村
上
水
軍
、

塩
飽
水
軍
も
十
三
湊
に
お
け
る

造
船
術
に
は
及
ば
な
か
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
浜
田
昭
彦

君
の
畑
出
土
の
青
磁
の
皿
は
、

こ
の
時
持
ち
こ
ま
れ
た
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ

の
部

担
げ
足
取
る

‥
・人
の
上
げ
た
足

を
と

っ
て
倒
す
よ
う
に
、
人
の
言

葉
尻
を
と
ら
え
て
つ
け
込
む
こ
と

を
言
う
。

赤
え
て
ば
黒
…
人
が
赤
い
と
言

え
ば
そ
れ
に
さ
か
ら

っ
て
黒
い
と

言
う
。
と
か
ぐ
反
対
し
た
が
る
人

の
こ
と
。

ｒ
げ
鷹
ヽ
押
え
庫

‥
食
事
の
と

き
、
お
客
の
前
に
お
膳
を
運
び
、

い
ち
い
ち
給
仕
し
て
も
て
な
す
こ

と
。
優
遇
す
る
こ
と
。

上．駆
サ
難
‥。手
の
ほ
ど
こ
し
よ

う
の
な
い
さ
ま
。
不
器
用
な
さ
ま
。

ア
ケ
ラ
ボ
ン
…
ぼ
う
然
た
る
さ

預
千
す

…
貧
之
で
生
活
で
き
ぬ

こ
と
。
飯
が
食
え
な
い
と
い
う
意
。

朝
起
ぎ
は
三
文
の
“

…
早
起
き

奨
励
。

朝
間
の
テ
カ
ピ
カ
そ
の
日
の
雨

だ
…
朝
の
天
気
は
変
わ
り
や
す
い

も
の
。

朝
飯
前
…
き
ゎ
め
て
簡
単
な
こ

と
。
朝
食
前
に
も
で
き
る
と
い
う

意
味
。

明
日
ア
明
日
の
風
吹
く
…
ぁ
す

の
こ
と
は
あ
す
の
運
命
に
ま
か
せ

て
、
前
か
ら
く
よ
く
よ
し
な

い
。

明
日
は
ま
だ
手
付
か
ず

…
あ
す

安

東

水

軍

⑨

島

1勝

蔵
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新
し
い

コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
を
目
指
し
て

派
遣
社
教
主
事
　
片
　
山
　
永
　
繁

―

毀

Ｍ

Ｉ

が
あ

っ
た
ら
、
ど
う
ぞ
そ
ち
ら
を

先
に
…
。
と
い
う
く
ら
い
の
自
制

心
が
な
け
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

も
か
け
声
だ
け
で
終
わ
る
。

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
中
央
研
よ
り
）

最
近
は

「
役
場
で
何
し
て
る
だ

ば
…
直
と
、
す
ぐ
行
政
に
頼
る
傾

向
が
あ
る
。

役
場
だ
け
に
限
ら
な
い
で
、
み
ん

な
が
寄
り
集
ま
っ
て
知
恵
と
力
を

出
し
合

い
、
自
分
た
ち
の
地
域
を

も

っ
と
住
み
よ
く
す
る
た
め
に
活

動
す
る
の
が
、
真
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
づ
く
り
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

そ
の
た
め
に
は
、　
一
人

一
人
が
自

党
し
、
責
任
を
も

っ
て
行
動
す
る

住
民
で
あ
る
こ
と
が
大
切
な
条
件

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
て
何
を
す
る
の

で
す
か
虔

「
ど
う
し
て
日
本
語

で
言
わ
な
い
の
」
と
き
か
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
弘
前
大
学
石
崎

宣
雄
教
授
は
次
の
よ
う
に
解
説
し

自
分
た
ち

（住
民
）
が
現
実
の

生
活
面
で
何
が
必
要
で
あ
る
か
は

っ
き
Ｙ

し
た
目
的
を
も
ち
、
そ
れ

を
解
決
す
る
た
め
に
自
分
た
ち
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
み
ん
な
で

考
え
実
行
す
る
。

一
つ
が
解
決
し

た
ら
そ
れ
を
上
台
に
し
て
、
次
の

ス
テ
ッ
プ

ヘ
と
進
む
。
そ
し
て
新

し
い
地
域
を
つ
く
り
出
し
て
い
く

の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
で
あ
り
、
平

た
く
言
え
ば
、
コ
ミ
ユ
子
ア
イ
は

新
し
い
村
づ
く
り
を
し
よ
う
と
す

る
合
言
葉
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
づ
く
り
は
、
地

域
の
人
み
ん
な
が
参
加
す
る
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

役
場
の
職
員
も
、
学
校
の
先
生
も

住
民
の

一
人
と
し
て
参
加
し
て
も

ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
参
加
す

べ
き
で
も
あ
る
。

ま
た
、「
ゆ
ず
り
合
う
」

「
助
け
合

う
」
気
持
ち
が
大
切
で
あ
る
。

「
自
分
の
所
だ
け
で
も
」
と
議
員

さ
ん
方
に
頼
ん
で
、
役
場
に
圧
カ

を
か
け
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、

「
自
分
た
ち
よ
り
条
件
の
悪

い
所

吉田 均 さん長女 (相 内 )

朝姜ちゃん (:0カ 月)

朝美もうすぐ1歳 になるので、歩

く練習してるの。 トレーニングを

回

子
供
に
と
っ
て
、
遊
び
は
生
活

そ
の
も
の
と
い
っ
て
よ

い
で
し
よ

遊
び
を
通
し
て
体
を
き
た
え
、

言
葉
を
覚
え
、
数
を
か
ぞ
え
、
絵

を
描
き
、
友
だ
ち
と
交
わ
る
こ
と

に
よ

っ
て
対
人
関
係
の
ル
ー
ル
を

思
え
ば
、
す
ぐ
に
け
ん
か
を
は
し

め
た
り
し
ま
す
。
と
き
に
泣
き
、

笑

い
、
困
り
、
そ
し
て
争

い
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
自
信
に
満
ち
あ

ふ
れ
る
か
と
思
え
ば
次
の
瞬
間
に

は
傷

つ
き
‥
‥
こ
う
し
た
友
だ
ち

関
係
を
通
し
て
の
喜
怒
哀
楽
が
血

子
供
に
と
っ
て
遊
び
は
、
性
格
　
　
と
な
り
肉
と
な
っ
て
、
子
供
た
ち

形
成
を
は
じ
め
、
心
身
の
発
達
に
　
　
は
成
長
し
ま
す
。

大
き
な
影
響
を
お
よ
は
す

″成
長
　
　
　
同
時
に
遊
び
を
通
し
て
協
力
、

の
糧
″
と
い
え
ま
す
。　
　
　
　
　
　
競
争
、
同
情
、
反
感
な
ど
人
と
人

子
供
が
遊
ん
で
い
る
の
を
見
て
　
　
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
か
か
わ
り
を
経

い
る
と
、
仲
よ
く
し
て
い
る
か
と
　
　
験
し
な
が
ら
、
子
供
は
社
会
生
活

社
会
へ
の
適
応
性
を
身
に
つ
け
る

へ
の
道
応
性
を
身
に
つ
け
て
い
く

の
で
す
。

お
母
さ
ん
に
よ
っ
て
は
、
子
供

が
勉
強
し
て
い
さ
え
す
れ
ば
安
心

す
る
と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、　
一
方
で
、
積
極

的
に
遊
び
の
機
会
を
つ
く
っ
て
や

る
こ
と
も
大
切
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
家
庭
を
開
放

す
る
の
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
自
由
に
遊
ば
せ
る
こ
と
を

主
眼
に
お
き
、
危
険
を
伴
わ
な
い

限
り
あ
ま
り
干
渉
し
た
り
、
指
示

し
た
り
、
制
限
し
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

少
し
汚
し
た
り
、
飲
ら
か
し
た

り
し
て
も
、
そ
れ
以
上
に
子
供
た

ち
が
遊
ぶ
こ
と
の
意
味
、
大
切
さ

を
考
え
て
、
温
か
く
見
守
っ
て
あ

げ
る
よ
う
に
す
る
の
が
賢
明
で
し

四
月
は
新
学
期
、
あ
ら
た
め
て

子
供
の
遊
び
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
も
の
で
す
ね
。

純

お
壼

奈
良
　
育
恵

（太
田
）
新
　

一

工
藤
　
修
司

（脇
元
）
秀
　
行

石
澤

・松
雄

（脇
元
）
信
　
枚

吉
田
沙
緒
梨

（相
内
）
耕
　
一二

三
浦
　
和
恵

（相
内
）
賢
　
一
一

宮
本
　
清
誉

（相
内
）
良
　
一二

菊
池
　
真
雄

（磯
松
）

浄

石
岡
麻
紀
子

（脇
元
）

誠

銀
）偉

（は暉　用一
一紳　嗅一

（同耐み地唯
一磯‐‐‐　時一

（師引　悦一鋤
一動　商一

（に蹴　略秘
一嘲　紳一

（珈満　噂螂（（帥　［一

（中′‐、榊内醐倒
一観　「一

∩
剛

∪

成
田
　
俊
雄

（相
内
）
６２
歳

山
田
　
夕
子

（相
内
）
６９
歳

猪
股
　
ヽヽ
ヽ
ワ

（脇
元
）
８０
歳

三
浦
　
妙
子

（相
内
）
５３
歳

三
Ｌ
　
　
勲

（相
内
）
５３
歳

奈
良
　
ス
ゲ

（相
内
）
８５
歳

伊
南
惣
三
郎

（磯
松
）
７４
歳

高
西
　
キ
ク

（脇
元
）
５７
歳

石
岡
　
綾
子

（脇
元
）
１
歳

三
浦
　
京
吉

（相
内
）
７６
歳


